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画像によるイノベーションを目指す半世紀

平成１９年２月２０日
安田 浩

最 終 講 義

‡：このマークが付してある著作物は、第三者が有

する著作物ですので、同著作物の再使用、同著作
物の二次的著作物の創作等については、著作権
者より直接使用許諾を得る必要があります。
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講講 義義 概概 要要

まとめ

ﾌﾞﾛｰﾄﾞﾊﾞﾝﾄﾞ・ﾕﾋﾞｷﾀｽが真の通信を生む

気になることだらけ

情報大爆発のもたらすもの

環境問題のもたらすもの

未来への提言

国際標準化の世界へ

画像研究への動機

東京大学へ

大学・大学院 数式の世界

NTT入社 実用化の世界

コンテンツID:ｃIDｆ

１億総クリエータ化のために

デジタル映像環境の整備

完全な本人認証

追跡不能アクセス制御技術

安心安全の環境を作る

閑話休題

何故 今 と 未来への提言

もしかしたらイノベーション
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画像研究への動機画像研究への動機
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映画との印象的出会い映画との印象的出会い

加山 雄三
→若大将シリーズ

長谷川 一夫 →続次郎長富士の感動（1960）

市川 雷蔵 →眠狂四郎シリーズ

吉永 小百合 →キューポラのある街(1963）
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ＴＩＡＦに向けて戸田合宿ＴＩＡＦに向けて戸田合宿
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舞台当日のカーテンコール（舞台当日のカーテンコール（19641964））
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映画「夢」の原作・素脚本を作る映画「夢」の原作・素脚本を作る(1996(1996））
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大学・大学院大学・大学院 数式の世界数式の世界
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卒論卒論 相互同期系の動特性相互同期系の動特性
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修士論文：修士論文：TVTV信号の狭帯域ディジタル伝送について信号の狭帯域ディジタル伝送についてｐ７８ｐ７８
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博士論文：遷移図によるデイジタル伝送符号の博士論文：遷移図によるデイジタル伝送符号の
一般的解析法とその応用一般的解析法とその応用 ｐ１１０ｐ１１０
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博士論文：遷移図による博士論文：遷移図による
デイジタル伝送符号のデイジタル伝送符号の
一般的解析法とその応用一般的解析法とその応用

p192p192
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NTTNTT入社入社 実用化の世界実用化の世界
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1.544Mb/s1.544Mb/s符号化方式の実用化符号化方式の実用化 19771977年年44月月2727日放映日放映

NHK教育テレビ
‡
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商用商用TVTV会議用会議用 フレーム間符号化方式フレーム間符号化方式 TRIDECTRIDEC
‡



16

テレビ会議用フレーム間符号化装置（ＴＲＩＤＥＣ）の実用化
テレビ電話システムの実用化
ファクシミリ通信網端局間伝送システム（ＦＣＡＰ）の実用化
パーソナルマルチメディア通信会議システムの実用化
Ｙインターフェースの導入決定
３次元デスプレーシステムの実用化
1ボード映像符号器の実用化
ＡＴＭ－ＰＢＸ（ＢＡ－３０００）の実用化
MPEG-4プラットフォーム検証用

ビットストリームの開発
テストベッドによるＩＰＭＰ検証実験
デジタルシネマ標準技術

に関する研究（科学技術振興調整費）
SPCシステム製品化

安田安田 浩：浩： 実用化項目（世に出た製品）実用化項目（世に出た製品）
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国際標準化の世界へ国際標準化の世界へ



18

標準化の必要性（１）標準化の必要性（１）
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標準化の必要性（２）標準化の必要性（２）
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1982.9 - 1985.9
WG8 (Dr.Z.Muscati)

1985.9 - 1986.11
WG8 (Dr.H.Yasuda)

1986.11 - 1988.5
WG8 (Dr.H.Yasuda)

CCEG
(Mr.B.Trocherie)
Computer
Graphics
Coding
Experts
Group

JPEG
(Mr.G.Hudson:Mr.G.Wallace)
Joint
Photographic
Image Coding
Experts
Group

ＪＰＥＧの始まりＪＰＥＧの始まり
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SC29SC29（画像符号化）の歴史（画像符号化）の歴史

1994.11

MPEG-1(11172) 1993.8

MPEG-2(13818)

MPEG-4(14496) 1998

MHEG(13522) 1995

SC2

WG8

SC29
WG9
WG10
WG11
WG12

WG9
WG10
WG11
WG12

WG1

1990.4 1992.11 1994.11

JPEG(11544) 1994.2

JBIG(10918) 1993.12

NP

NP
NP
NP

(14494)
(14495)
(14492)
(14493) ｝1997

～1998JPEG

MPEG
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動き補償フレーム間予測

動きベクトル

動き補償予測

時間

動きベクトルを検出し、その動き量を補償してフレーム間予測

前フレーム

現フレーム
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ＪＰＥＧ評価ＪＰＥＧ評価

０

２

４

１０

８

６

主
観
評
価
値

０．０８ ０．２５ ０．７５ ２．２５

bit/pixel

□

□

□

□
ADCT

○

○

○

○

ABAC
△

△

△

△

BSPC

1987.06.16
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2.過去に学んだ（唯一技術・皆が使える技術）
ＪＰＥＧ、ビデオテックス、ＨＤＴＶ、ＦＡＸ

3.要素技術に徹した（広く使える技術）

何故ＭＰＥＧは成功したか何故ＭＰＥＧは成功したか
1.適切な人を得た

4.統合を基本とした
音＋絵、放送＋通信＋コンピュータ、

方式＋デバイス

5.徹底検証と速さを守り抜いた

6.日本の貢献

（口を動かさず手を動かす）
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エミー賞エミー賞 →→

IEEEIEEE ＣＰＳｔｅｉｎｍｅｔｚＣＰＳｔｅｉｎｍｅｔｚ ＡｗａｒｄＡｗａｒｄ
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東京大学へ東京大学へ
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コンテンツとセキュリティの研究をコンテンツとセキュリティの研究を

東大教授になった 安田浩氏
研究の第一線復帰し意欲

1997年8月16日 日本経済新聞



28

コンテンツＩＤ：ｃＩＤｆコンテンツＩＤ：ｃＩＤｆ
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デジタルコンテンツへデジタルコンテンツへ““個体概念個体概念””を導入を導入

各コンテンツ（デジタルデータ）に個別IDを付け、IDごとに所有者を
公開DBで管理する。それにより正規コンテンツの数を制限可能

ディジタルコンテンツに価値が生じる

電子化ディジタルコンテンツには個性が与えられないのか
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コンテンツコンテンツIDID（識別子）の形式（識別子）の形式

コンテンツ

cidcid

コンテンツ属性

バージョン番号
000

バージョン番号
000

ID管理

センタ番号

ID管理

センタ番号
センタ内番号

（センタが割り付ける任意長の番号）

センタ内番号
（センタが割り付ける任意長の番号）

16bits**
3 8

….

8

バージョン番号
000

バージョン番号
000

id方式
番号

id方式
番号

id方式規定組織が割
り付ける番号

id方式規定組織が割
り付ける番号

グループ*
番号

グループ*
番号

4

ID管理
センタ番号

ID管理
センタ番号

グループ*
番号

グループ*
番号

識別子形式のバージョン
001-111はリザーブ

* 例えば，業界別、地域国別、応

用別

権利属性 権利運用属性 流通属性 分配属性

識別子識別子

プロファイルレベル

センタが割り付ける任
意長の追加番号

センタが割り付ける任
意長の追加番号

** 今後規定されるバージョン番号では，各フィールドの長さやフィールド

そのものが変更の可能性あり

メタデータメタデータ

cid+メタデータ

（フルセット）

DCD*
(+issue date)

DCD*
(+issue date)

cidcid 029384020293840202938402

IPR-DB

電子透かしなどにより
コンテンツに埋込む

このcidがIPR-DBに
アクセスするKeyとなる

ヘッダ域などに格納
DCD

*Distributed Content Descriptor
ID管理
センタ

実装手段

タイプ
0

タイプ
0

タイプ
1

タイプ
1

1

cidと他標準メタデータとの組合せも可

プレフィックスプレフィックス 内部管理番号内部管理番号

http://www.sozai-club.com/sozai046/2004img_046.htm
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ISO/MPEGISO/MPEG--2121におけるコンテンツにおけるコンテンツIDIDの認知の認知

URL
URI

（概念論） URN 既存のIDシステムは、以下の形式を利用する。

urn:mpeg:mpeg21:diid:sss:nnn
ｓｓｓ：IDシステム名（将来のIDシステム名登録はRA制）, nnn は各IDシステムでのユニークコード

例：urn:mpeg:mpeg21:diid:cid:1735.002e/0001

Identification System Identifier (sss)
Content ID Forum - cIDf cid
D igital Object Identifier - DOI doi
International Standard Audiovisual Number - ISAN isan
International Standard Book Num ber - ISBN 1) isbn
International Standard Recording Code - ISRC isrc

Version identifier for ISAN - V -ISAN visan
:

デ ジ タル コンテ ンツの 識 別 子 の 標 準 化

ID体系

登録ID

標準文書番号：ISO 21000-3 

CISACがRAを運用予定
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デジタル映像（シネマ）環境の整備デジタル映像（シネマ）環境の整備

デジタル映像（シネマ）プロジェクトの成果
色空間変換と表現メタデータ
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デジタル映像（シネマ）
共通仕様開発プロジェクト（ＤＥＣＳＤＰ）

１．設立 平成１６年 ７月 １日
２．推進 デジタル映像（シネマ）共通仕様開発委員会（ＤＥＣＳＤＰ）

委員長 安田 浩 東京大学教授
３．目的 高精細（ＨＤ）映像環境において共通的に使用

可能な技術仕様を研究開発し、必要な部分は
国際標準化に提案していく

４．最終成果
・デジタル技術に基づく美しい映像（４：４：４）に

対する価値連鎖を創出
・シナリオ制作から鑑賞までの

一貫した技術体系を創出
・創出された概念・技術を

国際の場に提案、共感を得る

http://www.mpeg.rcast.u-tokyo.ac.jp/DECSDP/index.html
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35mm
フィルムカメラ

デジタルカメラ

3024

60mm フィルム

レーザプリンタ

印刷, X線 フィルム

2000

1000

0

35mm 
フィルム映画

2Kデジタルシネマ

720P
標準TV(480i)

HDTV (1080i)

映画 TV
0

3000

静止画 動画
超高精細画像(SHD)
800万画素 （4000x2000）

写真 駒（フレーム）数/秒

垂直解像度

デジタル映像シネマ領域

水平解像度
4K シネマ =2000 走査線
2K シネマ =1000 走査線(= HDTV)

4K

2K

4K デジタルシネマ

0.5K

25

モバイルTV
(240i)

デジタルシネマの解像度と伝送規格デジタルシネマの解像度と伝送規格

水平解像度

特徴：2K 以下はコンテンツの種類が多い
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撮影 メディア 表示

フイルム カメラ

フィルム
シネマ

フィルム編集

プロジェクター
デジタル カメラ

デジタル
シネマ

ノンリニア編集

映写機映画フィルム

フィルムシネマとデジタルシネマの違いフィルムシネマとデジタルシネマの違い

放送メディア

編集

スクリーン

光

光

光光光光

CCD

分光器

R

G

B

00101110101  00101110101 00101110101

00101110101  00101110101 00101110101

00101110101  00101110101 00101110101

編集処理

蓄積メディア

B

G

R

スクリーン
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Transmission

アーカイブと
再利用

編集

伝 送

カメラ撮影

CG作成

信号処理部 信号処理部

表示機器

制作 工程 工程 上映配信
アーカイブ

工程管理

メタデータ
プラットフォーム

デジタル権利
管理（DRM)

映像品質管理

映像品質総合管理

映像環境作りを支えるための技術要素映像環境作りを支えるための技術要素

アーカイブ
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プロジェクタ :Sanyo full HD LCD Projector …
スクリーン : Gerriets Gammalux (Micro -Perf ) 
350 ”
サーバ :UDR2E  860GB(24P,60min.Non -Comp.)

Cinealta,Varicam,Viper Full Support                
日本工学院専門学校（蒲田）

日本のマルチメディア制作現場で幅広く活躍する人材を輩出した専門学校であり、日本映画の黄金時代を作っ
た旧松竹蒲田撮影所（小津安二郎、成田三樹男等の世界映画界に名前を知られている名監督が活躍した）が
あった地区にあります。

実験劇場内部構造図

映画発祥の地（蒲田）にデジタル映像実証劇場建設

H17年4月オープン
DCCDSP における統一色空間管理

手法の実験シアターとして視覚特性

を考慮したデジタルシネマの色空間
管理手法を研究する。
また、標準動画像の制作および
評価拠点、本プロジェクト全体の
共通施設としても運用するとともに、

日本のデジタルコンテンツ産業関係
者にデジタル画質の評価施設として

開放する。

ＷＧ１ＷＧ１ 研究経過（１）研究経過（１）
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標準動画像標準動画像 ““CoSMECoSME””の構成の構成
Color Space Management Evaluation Material for Digital Cinema

• A Day in SHIMODA
リゾート地での一日をテーマとして屋外・屋内で

の動きと色再現評価を目的としたシーンで構成。

• 和 （NAGOMI）
数寄屋造りの室内と日本庭園での色再現・階調

再現評価を目的としたシーンで構成

• Color and Tone
スタジオ内での制御された照明環境による色と

階調再現の定量評価を目的としたシーンで構成
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撮影

デジタルシネマ コンテンツの 伝送には各工程でコン
テンツに付随したメタデータの伝送が必要

蓄積装置編集 符号化信号処理 復号処理

MPEG-7 メタデータ
カラーマネジメント

DRM システム
メタデータ デジタルシネマ

共通管理制御仕様

メタデータ制御
表示画像

原画像
メタデータ

利用蓄積

端末表示装置

*MPEG-21 REL RDD
MPEG21-IPMP

コンテンツ制作 表示装置

メディア

DRM : Digital Rights
Management
著作権管理システム

IPMP：intellectual Property 
Management and Protection

知財権管理保護技術

伝送 変換画像

*RDD:Rights Definition Descriptor  
REL:Rights Expression Language

色空間・制御・伝送に関するメタデータ色空間・制御・伝送に関するメタデータ
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１億総クリエータ化のために１億総クリエータ化のために

映像コンテンツを簡単に作る

Digital Movie Director
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ＣＧ映像（日記、動画ＢＬＯＧ、旅行記、企業プレゼン、動画ＷＥＢ、
コマーシャル原案等）を誰でも簡単に作成できる“シナリオ映像変
換技術”を開発し、機能検証システムを構築する

シナリオ
を入力

素材コンテンツを
ネットから検索

文脈からコンテンツ
の配置、動作設定・
カメラワーク演出の

設定 CG素材や実写

素材を組み合わ
せて自然な表現

演出知識ＤＢ
素材コンテンツDB

～ DMD: Digital Movie Director ～

ネット
配信

アーカイブ
が必要

プロの智恵
（エキスパートシステム）

レッスンクリエータ
が必要

コンピュータに
理解させる言語

が必要

気に入った作品になるまで繰り返す（シナリオの詳細化）

誰もが誰もがコンテンツを簡単にできるようにコンテンツを簡単にできるように

＊動画制作の作業時間は上演時間の10倍以下

＊一般ユーザによる動画コミュニケーションのビジネスモデルを確立
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編集機能 試し見機能

試し見映像表示部

登場者選択
Characters

表情選択

対象 １

対象 ２

動作選択機能

お辞儀
笑う
座る

立ち上がる
歩く
走る

早く走る
等々

現在６４動作登録

カット間同期
制御機能

BGM選曲機能 カメラワーク
選択機能

効果音
選択機能

せりふ入力部

シナリオ１行分

１カットを記述
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( 3) 親子で作るＤＭＤ映像競作

( 1) 年齢別ＤＭＤ映像競作

ＤＭＤシステムを使って楽しもうＤＭＤシステムを使って楽しもう

( 5) 連像ＤＭＤ映像競作

( 4) 孫と作るＤＭＤ映像競作

( 6) シナリオ・主人公・テーマ設定ＤＭＤ映像競作

( 2) グループＤＭＤ映像競作

( 7) ＤＭＤ映像各国語翻訳競作

( 8) 創造教育支援

(12)漫画作成支援（４駒、短編、長編）

(13) ＤＭＤを用いて映像キーワードを作り検索容易化

(14) 全体を通じて楽しみながらコンピュータ操作向上

( 9) 教育コンテンツ競作

(10) 映像ＢＬＯＧ作成支援

(11) 映像コンテ作成支援

(15)ドロップショップ・口コミ商品CM作成

(16)本格映像制作前のプレビジュアライゼーション
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完全な本人認証完全な本人認証

ＳＰＣ：Secure PrivateCosm
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個人認証技術個人認証技術
個人認証方式 具体例 良さ 悪さ

知識
You Know

パスワード
パスフレーズ

パス画像
動作
ＰＩＮ

簡単
経済的

容易に推定可能
保護手法も弱い

持ち物
You Have

トークン
メモリカード
スマートカード

攻撃には強い
遺失し易い
盗まれ易い

高価

属性
You are

(Biometrics)

指紋
掌形

掌血管
声紋

網膜パターン
虹彩
筆跡

キー入力
顔

ＤＮＡ

常に身近常に身近
本人確認は容易本人確認は容易

高価高価
認識率低の場合有認識率低の場合有
静的には公開情報静的には公開情報

更新性無し更新性無し
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認証技術の比較認証技術の比較
比較項目 KNOW HAVE ARE

盗まれたことがすぐわかる Ｘ○除不正複製×

盗まれることに備えて変更可能 ×○ ○

一定間隔で認証を繰り返す（常時認証） △ △○

記憶や複雑な操作を伴わない × △○

ＨＡＶＥがＫＮＯＷ・ＡＲＥより有利
→ 操作性を簡単に

盗まれにくい 一部を除きＸ○除不正複製工夫すれば△

セコム財団支援研究
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双方向無線常時双方向無線常時認証認証技術技術

無線鍵 制御対象物

無線鍵
制御対象物

X
使用制限

未確認通知 通信不能状態

一定距離離れると認証動作が
終了し警報状態に入る

一定距内では認証中で
動作を可能とする

MTC技術： Multi Task Communication
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家に入る

車に乗る

パソコン・プリンタ
を制御する

手帳
代わりの
PDAを使う

デジカメで撮る

カードで買
い物する

CREDIT  CARDCREDIT  CARD

ワイヤレス認証：無線でID
を飛ばし本人認証すること

MTC 内蔵携帯電話

Secure PrivateCosm
安全個人認証空間

携帯電話による個人認証空間携帯電話による個人認証空間
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Secure Secure PrivateCosmPrivateCosm の典型例の典型例

Secure PrivateCosm

Secure PrivateCosm (個人認証
空間)：本人の周囲数メートル以

内のものが活性化され使用可
能となる空間

SPC の中心に位置するの

は携帯電話であり、その携
帯電話をプロテクトするの
はウエアラブルキーである

SPC（屋外）

車の鍵替わり

ＰＣ置き忘れ防止

SPC（オフィス）

デスクトップ不活性
＊プリンタ不活性

ファイルキャビネット不活性

SPC（屋内）

金庫不活性

携帯不活性

＊モニタ不活性

ウェアラブルグッヅ
ビジネスが始まる

医療情報をすべて
携帯電話に

＊重要
自分がすぐそばに行かなけれ
ば何も作動しない（写らない・
プリントされない）ということで
安心・安全になる
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情報供与対策情報供与対策
アクセスとプライバシーの分離アクセスとプライバシーの分離

追跡不能アクセス制御技術追跡不能アクセス制御技術
コンセンシャスデスクロージャコンセンシャスデスクロージャ
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携帯電話、携帯電話、ETCETC、、SUICASUICA定期定期
に見るプライバシーの露出に見るプライバシーの露出

路車間通信内容

車載機固有情報： ＩＤ、車両情報
車載機履歴 ： 処理履歴
契約情報 ： 契約種別、

ＩＣカードＩＤ、
契約有効期間、

出口情報 ： 流出情報等
入口情報 ： 通行処理記録

（通過時刻、
料金所Ｎｏ、
処理結果等）

通行履歴 ： 同上
利用明細情報 ： 同上

暗号ＬＳＩからの認証データ等

デンソ ETCサイトより ‡
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ネットワーク検閲社会の脅威ネットワーク検閲社会の脅威

ネットワーク

ユーザ端末

センサー

機器

センサーネットワークを通じて個人情報を不断に収集

個人情報の流れ

認証
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通常の公開鍵暗号

追跡不能性の基本的な原理追跡不能性の基本的な原理

公開鍵

グループ署名

本方式

公開鍵

個人鍵

個人鍵

グループ公開鍵

特権個人鍵

個人鍵

個人鍵

個人鍵

サービス公開鍵

個人鍵

アクセスID

アクセスID

アクセスID

秘密鍵

秘密鍵

秘密鍵

＝ アクセスID ＋ 秘密鍵

•公開鍵は個人にバインド
•公開鍵を用いた認証により、匿名性はない

•公開鍵はグループにバインド
•認証はグループ公開鍵によるため、匿名性と

追跡不能性をサポート
•各ユーザを特権ユーザにしないための工夫に

より、計算量が大きい

•独自の個人鍵の分割方式と、電子マネーで実
績のある耐タンパーH/Wの利用により、横流し

の防止とともに、計算量削減に見通し
•公開鍵はサービスにバインド

個人鍵の一律配布

公開鍵

個人鍵

個人鍵

個人鍵

•原理的な匿名性は得られるが、必要な時に、
ユーザの区別ができない
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安心・安全の環境を作る安心・安全の環境を作る

安心・安全インターネット推進協議会の活動
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今後推進すべき取組今後推進すべき取組

安心・安全安心・安全な

ネットワーク基盤の構築

○ウイルス・ワームがネットワークに与える影響
の分析能力の強化

○セキュリティ確保のための技術の研究開発の
強化

○研究開発拠点の構築

○ウイルス・ワームがネットワークに与える影響
の分析能力の強化

○セキュリティ確保のための技術の研究開発の
強化

○研究開発拠点の構築

○ネットワーク保護のためのセキュリティ確保
－ISPによるネットワークインフラの防護等

○ユーザ向けセキュリティサービスの充実
○ISPによるセキュリティ対策を促進するために

必要な取組

○ネットワーク保護のためのセキュリティ確保
－ISPによるネットワークインフラの防護等

○ユーザ向けセキュリティサービスの充実
○ISPによるセキュリティ対策を促進するために

必要な取組

○ユーザが意識せずともセキュリティの確保されたネット
ワーク環境の実現

○安心・安全なネットワークを構築するための基礎技術
の研究開発

○ユーザが意識せずともセキュリティの確保されたネット
ワーク環境の実現

○安心・安全なネットワークを構築するための基礎技術
の研究開発

○セキュリティ対策に関わる広範な関係者の
役割の明確化

○ISPを中心とする関係業界の総合的な連携

○セキュリティ対策に関わる広範な関係者の
役割の明確化

○ISPを中心とする関係業界の総合的な連携

○利用者のセキュリティを高めるための取組
○ユーザのリスクを極小化するための三原則：

①ウイルスチェックソフトの導入
②ファイアウォールの導入
③最新のセキュリティパッチの適用

○脆弱性情報や対策手法のインターネット
以外での伝達手段の確保

○利用者のセキュリティを高めるための取組
○ユーザのリスクを極小化するための三原則：

①ウイルスチェックソフトの導入
②ファイアウォールの導入
③最新のセキュリティパッチの適用

○脆弱性情報や対策手法のインターネット
以外での伝達手段の確保

5.  5.  安心・安全安心・安全を「簡便に」享受

できるネットワークの実現

1.  1.  安心・安全安心・安全なインフラづくり 2. 安心・安全安心・安全なインフラの基盤と

なるセキュリティ技術の研究開発

3. 安心・安全安心・安全を支えるセキュリティ

の情報流通・連携体制の確立

4. 4. 安心・安全安心・安全を享受するための

ユーザのセキュリティ対策強化
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技術

暗号 ネットワーク・セキュリティ 情報漏洩 フォレンジック

１９９５年 ２０００年 ２００５年

だからだからガバガバナナンス時代の到来ンス時代の到来 企業の社会的責任（ＣＳＲ）

ISO17799 ISMS適合性評価制度

マネージメント

暗号 ネットワーク・セキュリティ 情報漏洩 フォレンジック

米国企業改革法（ＳＯＸ法）

e文書法電子署名法
IT書面一括法

(日本版ＳＯＸ法)

ガバナンス

個人情報保護法プライバシマーク制度

暗号 ネットワーク・セキュリティ 情報漏洩 フォレンジック

ハードウェア ソフトウェア ヒューマンウェア
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グローバル資格ポートフォリオグローバル資格ポートフォリオ

技術者技術者 管理者管理者 監査員監査員

概
念

的
概

念
的

技
術

的
技

術
的

資格対象者資格対象者

CISM

Security+

知
識

の
深

度
知

識
の

深
度

ＧＩＳＦ

CISSP

Ｇ７７９９＆ＧＳＡＥ

ＧＳＥＣ

ＧＳＬＣ

ＣＩＳＡ

ＧＣＦＷ，ＧＣＩＡ，
ＧＣＩＨ，ＧＣＵＸ
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閑話休題閑話休題
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話のネタを一つ持とう話のネタを一つ持とう

提供：沖縄県酒造組合連合会

‡
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何でもやってやろう精神何でもやってやろう精神
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ＣＩＳＳＰ受験記録

0.6

0.65

0.7

0.75

0.8

1 2 3

回数

成
績

＆
Ｃ

Ａ
Ｔ
順

位

1

3

5

7

9
得点

CAT#1

CAT#2

CAT#3

CAT#4

CAT#5

CAT#6

CAT#7

CAT#8

CAT#9

CAT#10

何でも挑戦：６０の手習い何でも挑戦：６０の手習い

管理

ｱｰｷﾃｸ

ｱｸｾｽ

応用

運用

暗号

通信網

物理

ＢＣＰ

ﾌｫﾚﾝｼﾞｯ



研究の実用化のやり方について研究の実用化のやり方について
・時代 0 一つ身につける

・時代 0 → 1   一つ作り出す

・時代 1 → 2,3 身を分ける
・時代 2,3 → 10    率先垂範

・時代 10 → 100   力を引き出す 競争と協調のﾊﾞﾗﾝｽ化

・時代 100 → 1000   
哲学と教養

・時代 1000 →
神様・仏様・奥様
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研究室公開風景研究室公開風景
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何故何故 今今
とと

未来への提言未来への提言
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私の成功と失敗
世界初のフレーム間符号化装置

ＬＳＩ化への挑戦

ＪＰＥＧ・ＭＰＥＧ標準化（仕様の唯一化）

特許の取り損ない

ＴＶ電話符号化アルゴリズム選定

Ｉ インターフェースと
Yインターフェース

インターネットへの展望
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世界初のフレーム間符号化装置

もしかしたらイノベーション

ＬＳＩ化への挑戦

ＪＰＥＧ・ＭＰＥＧ標準化（仕様の唯一化）

特許の取り損ない

ＴＶ電話符号化アルゴリズム選定

Ｉ インターフェースと
Ｙ インターフェース

インターネットへの展望
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世界初のフレーム間符号化装置

ＬＳＩ化への挑戦

ＪＰＥＧ・ＭＰＥＧ標準化（仕様の唯一化）

もしかしたらイノベーション
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もしかしたらイノベーション

世界初のフレーム間符号化装置

ＬＳＩ化への挑戦

ＪＰＥＧ・ＭＰＥＧ標準化（仕様の唯一化）

→ 画像を網に

→ 画像処理能力のアップ

→ 画像を誰にも
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ﾌﾞﾛｰﾄﾞﾊﾞﾝﾄﾞ・ﾕﾋﾞｷﾀｽ基盤がﾌﾞﾛｰﾄﾞﾊﾞﾝﾄﾞ・ﾕﾋﾞｷﾀｽ基盤が
真のコミュニケーションを生む真のコミュニケーションを生む
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0

10

20

30

40

50

60

70

80

98 00 02 04 06 08 2010
（出所）通信機械工業会、資料による推計

ＰＣ系
２９兆円

ネット家電
４７兆円

2003：地上波デジタル（３大都市部）

2007：地上波デジタル完了

民生用AV関連

モバイル関連

カー関連

パソコン

非ＰＣの成長

累計（国内市場・兆円）

2001/10：IMT2000 次世代携帯電話

2000/12：BSデジタル本放送

ユビキタス
ネットワーク
時代の幕開き

ＰＣ中心の
Ｗｅｂ

ｺﾝﾋﾟｭﾃｨﾝｸﾞ

三位一体によるﾌﾞﾛｰﾄﾞﾊﾞﾝﾄﾞ・ユビキタスインフラの完成三位一体によるﾌﾞﾛｰﾄﾞﾊﾞﾝﾄﾞ・ユビキタスインフラの完成

写メール
の登場

２１世紀２０世紀

01

i-モードを初

めとするモバ
イルインター
ネットの普及
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簡易化

抽象化

必
要
時
大
容
量
系

ロ
ジ
ス
テ
ィ
ッ
ク
ス

財物
在
庫

メタ
データ

情
報

ネットワーク連携が情報主体を生んだネットワーク連携が情報主体を生んだ

常
時
小
容
量
系
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宣伝（メタデータ）アーカイブ

ネットワー
ク

物 利用者

メタデータ

収集

付加価値創成

情報関連付け ランキング マイメニュー化

メタデータ
作成

メタデータ
管理

メタデータ
処理

宣伝（メタデータ）プラットフォーム宣伝（メタデータ）プラットフォーム

利用者

メ
タ

デ
ー

タ
収

集

メ
タ

デ
ー

タ
収

集

利用者情報
（履歴、嗜好等）

ロジスティクス（物流）

メタデータの必要性メタデータの必要性
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メタデータが主役→情報主体メタデータが主役→情報主体
情報検索ツールとしてのメタデータ

コンテンツ合成記録のためのメタデータ

権利関係記述ツールとしてのメタデータ

アイキャッチャとしてのメタデータアイキャッチャとしてのメタデータ
見て欲しい兆候見て欲しい兆候

情報主体：メタデータに全活動が立脚情報主体：メタデータに全活動が立脚
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ブロードキャスト
１：Ｎ マスコミ 放送

マイクロコミュニティの形成と自己顕示の高揚→ＳＮＳ

通信メッセージング
１：１

ミニコミ
Ｍ：Ｍ

マイクロコミ
ｍ：ｍ

放送と通信
の融合

発信源数

創る

送る

視聴対象数

楽しむ

受ける

真のコミュニケーションへ真のコミュニケーションへ
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情報大爆発がもたらすもの情報大爆発がもたらすもの
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ブロードバンド＋ユビキタスブロードバンド＋ユビキタス
ネットワークインフラが出現ネットワークインフラが出現

見えない→見える
見られていない→常時

見られている

世界中の情報を誰もが収集可能とした

文化の変化・淘汰を促進する
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情報大爆発
スパイラル 誰もが見に来る

見てもらいたい
→検索され易い情報の発信

隠したい→情報保護
かく乱したい→囮情報の発信

産業/研究/教育活動
のすべては情報信憑
性検証能力に立脚

情報立脚文化であることを
解り易く発信→映像発信

誰もが見に来る

見てもらいたい
→検索され易い情報の発信

隠したい→情報保護
かく乱したい→囮情報の発信

産業/研究/教育活動
のすべては情報信憑
性検証能力に立脚

情報立脚文化であることを
解り易く発信→映像発信

誰もが見に来る

見てもらいたい
→検索され易い情報の発信

隠したい→情報保護
かく乱したい→囮情報の発信

産業/研究/教育活動
のすべては情報信憑
性検証能力に立脚

情報立脚文化であることを
解り易く発信→映像発信

ﾌﾞﾛｰﾄﾞﾊﾞﾝﾄﾞ・ﾕﾋﾞｷﾀｽ社会の整備

情報大爆発スパイラルと情報大爆発スパイラルと
情報主体化のための「活・躍情報学」情報主体化のための「活・躍情報学」

VIVID InformaticsVIVID Informatics
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カンブリア紀「生命大爆発」に学ぶ現代「情報大爆発」への対処法（１）カンブリア紀「生命大爆発」に学ぶ現代「情報大爆発」への対処法（１）

参考文献： 「眼の誕生」 アンドリュー・パーカー著 渡辺政隆/今西康子訳 草思社 ２００６年

項目 カンブリア紀 「生命大爆発」 ２１世紀 「情報大爆発」

大爆発の定義

それまで概ね軟体動物で差違があまり
なかった動物種のすべてにおいて、「眼
の出現に適応するため」に殻をまとい体
色豊かになり、ほぼ現在の形態に非常
に短期間に変貌したこと、すなわち量的
よりは質的に大変化をとげたことがカン
ブリア紀の「生命大爆発」現象である

カンブリア紀にならうと、「遠隔眼の出現に適応する
ため」に、情報が量的のみならず質的に大変化する
ことになる。画像とくに動画像および音響・臭い・触
覚刺激をともなう情報が、ネットに満ちあふれること
が２１世紀の「情報大爆発」現象であり、必然的に発
生すると予測され、その対処を誤ると独自地域文化
を失う危険性があるので、早急な対応策が求めらる

動物種 地域文化

霧が晴れて光が溢れる
ﾌﾞﾛｰﾄﾞﾊﾞﾝﾄﾞ・ﾕﾋﾞｷﾀｽ環境が出来、

遠隔地の情報を誰でも容易に
収集可能となる

眼 遠隔眼

受動的捕食→能動的捕食 受動的情報収集→能動的情報収集

対象

環境変化

出現した物

淘汰圧力

対
比
事
項
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カンブリア紀「生命大爆発」に学ぶ現代「情報大爆発」への対処法（２）カンブリア紀「生命大爆発」に学ぶ現代「情報大爆発」への対処法（２）
参考文献： 「眼の誕生」 アンドリュー・パーカー著 渡辺政隆/今西康子訳 草思社 ２００６年

項目 カンブリア紀 「生命大爆発」 ２１世紀 「情報大爆発」

４６億年前

１０億年前→多細胞動物誕生 ５千年前→４大文明誕生

５億４３００万年前
霧が晴れ、すべてが見える

眼の誕生

１９８０年代
ﾌﾞﾛｰﾄﾞﾊﾞﾝﾄﾞ・ﾕﾋﾞｷﾀｽ環境ができた

遠隔眼（検索エンジン）の誕生

３９億年前→生命誕生 ３百万年前→ｱｳｽﾄﾗﾙﾋﾟﾃｸｽ誕生

１２億年前→単細胞生物誕生 ３万年前→ホモサピエンス誕生

地球誕生

発展始まる

大爆発開始

歴

史

誕生

形を成す

大爆発終了 ５百万年 初期三葉虫一人勝 ５０年？→２０３０年には淘汰終了

硬組織と擬態 情報保護と囮情報発信

探知知能の向上 情報信憑性検証能力の向上

目立つ体形・体色の獲得 解易い情報発信力（動画発信）の向上

守る

考える

訴える

対
応
策
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ﾌﾞﾛｰﾄﾞﾊﾞﾝﾄﾞ・ﾕﾋﾞｷﾀｽ社会のﾌﾞﾛｰﾄﾞﾊﾞﾝﾄﾞ・ﾕﾋﾞｷﾀｽ社会の
コンテンツ創成・流通へのインパクトコンテンツ創成・流通へのインパクト

誰でも見に来るが前提

地域文化を守るには
その構成員全員の
積極的情報発信が鍵
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環境問題がもたらすもの環境問題がもたらすもの
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過去1100年間の北半球あるいは地球の表面の平均気温の
変化、過去400年間の気温変化については特に信頼性が高
い。

（米国ナショナルアカデミー、2006)

2006.10.03 CCRオープンセミナー in 広島 山本教授講演資料より

地球温暖化は進む地球温暖化は進む
‡
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リスクにさらされる人口（リスクにさらされる人口（100100万人単位）万人単位）

水不足リスク

マラリアリスク

飢餓リスク

沿岸洪水リスク

水
不

足
リ

ス
ク

（
1
0
0
万

人
単

位
）

飢
餓

、
マ

ラ
リ

ア
、

洪
水

リ
ス

ク
（
1
0
0
万

人
単

位
）

Parryが指揮をとり、全球平均気温上昇が、水不足リスク、マラリアリスク、飢餓リスク
沿岸洪水リスクにさらされる人口にどのような影響を与えるかを調べた。1.5℃～2.0℃

付近で、急激にリスク人口が増加することが見て取れる。

産業革命以降の気温上昇値（℃）

2006.10.03 CCRオープンセミナー in 広島 山本教授講演資料より

‡
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James Lovelock

“地球は地球温暖化の引き
返すことのできない時点を通
り過ぎてしまった“

1月18日 2006年, The Star

Point of No ReturnPoint of No Return

2006.10.03 CCRオープンセミナー in 広島 山本教授講演資料より

‡
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各国の消費水準で世界を養うためには
地球が何個分必要か

The New Economics Foundation, UK（2006）

アメリカ 5.3個 (27) 日本 2.4個(2)
イギリス 3.1個 (69) モーリタス 1.0個(0)
フランス 3.0個 (0) 中国 0.8個(0)
ドイツ 2.5個 (3) インド 0.4個(2)
ロシア 2.4個 (2) マラウィ 0.3個(0)

（ ）内は下記会議論文投稿者数
ＡＤＣＣ環境ロンドンサミット ２００５年２月１日～３日
ADCC: Avoiding Dangerous Climate Change
参加者 ２００人 論文投稿者 １２５人（日本人は２名）

我々はそんなに消費しているか我々はそんなに消費しているか

2006.10.03 CCRオープンセミナー in 広島 山本教授講演資料より
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ボイスメール
サービス

1999年 Allen L.White

サービス

物質
（製品ベース）

サービス

製品機能
サービス

リース、レンタルなど

製品拡張
サービス

メンテナンス、保険など

脱物質
非物質サービス

エコサービスの分類方法エコサービスの分類方法
サービス形態によって分類した

サービスプロバイダーが
製品を所有

サービスユーザーが
製品を所有

2006.10.03 CCRオープンセミナー in 広島 山本教授講演資料より

ＳＮＳ
ＢＬＯＧ

コンテンツ創成・配信

動画発信が鍵
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２つの指針

１． 解析力のある人が少ない。
→情報解析能力のある人を育成

２． 非物質サービスでの繁栄
→知財の活用、即、コンテンツ

情報大爆発・情報大爆発・環境問題と環境問題と
コンテンツの関連性コンテンツの関連性
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まとめまとめ



89平成１８年１月１９日 ＩＴ戦略本部資料より

ＩＩ ＴＴ 新新 改改 革革 戦戦 略略
ーいつでも、どこでも、誰でも、ＩＴの恩恵を実感できる社会の実現ー

戦略の３つの理念

ＩＴの「新たな価値を生み出す力」
や「構造改革力」で日本社会を改革

構造改革による飛躍
生活密着型で、新たな価値が創出
される社会を実現するＩＴの推進

利用者・生活者重視
ＩＴの構造改革力を通じた国際貢献

の推進

国際貢献・国際競争力の強化

ＩＴの構造改革力の追求・世界へ発信

２１世紀に克服すべき
社会的課題への対応

ＩＴによる国家の構造改革
ＩＴを駆使した環境配慮型社会

安心・安全な社会の実現
世界に誇れる安全で安心な社会

世界一安全な道路交通社会

２１世紀型社会経済活動
世界一便利で効率的な電子行政

ＩＴ経営の確立による企業の競争力強化
生涯を通じた豊かな生活

世界への発信
日本のプレゼンスの向上

課題解決モデルの提供による
国際貢献

構造改革を支えるＩＴ基盤の整備

デジタル・デバイドのないＩＴ社会
・ユニバーサルデザイン化されたＩＴ社会
・「いつでも、どこでも、何でも、誰でも」

使えるデジタル・デバイドのないインフラ整備

安心してＩＴを使える環境整備

・世界一安心できる情報社会

人材の育成・教育
・次世代を見据えた人的基盤づくり
・世界に通用する高度ＩＴ人材

の育成

研究開発

・次世代のＩＴ社会基盤
となる研究開発の推進

新戦略を実現する推進体制・方法

ＩＴ戦略本部のリーダシップ、重要政策課題の選定

分科会設置等による評価専門調査会の体制強化

重点計画による施策の重点化・加速化

評価に基づく施策の見直し、重複投資の回避・優先順位の判断

他の会議・本部等との密接な連携

資料2-3-2
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(7) グローバルな理解を得るための情報発信が必要

(5) 情報の日本文化に整合した効率的理解促進が必要

(4) 知識化・理解促進のためにすべてのデバイド解消が必要

映像情報発信・情報収集/信憑性検証力・情報セキュリティが鍵

(0) 情報主体で考える人材育成が必要

(2) グローバルに最新の情報への迅速なアクセスが必要

(8) 全体に対し情報の安心安全環境の構築が必要

(9) 上記を支えるためのＮＷインフラ・ＢＣＩ技術が必要

カンブリア紀に学ぶ情報大爆発対処策カンブリア紀に学ぶ情報大爆発対処策

(1) 国内での情報の集積化と迅速なアクセスが必要

(3) 収集情報の再利用のための巨大アーカイブが必要

(6) 個人型検索エンジンの開発とそのためのアーカイブ必要
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気になることだらけ気になることだらけ



92

見るだけの問題点（１）見るだけの問題点（１）

ネット中毒 広がる中国
「治療」に軍事訓練

2007年1月6日 朝日新聞朝刊 6面
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見るだけの問題点（２）見るだけの問題点（２）
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何が正しいかわからない何が正しいかわからない

フジ系関西テレビが謝罪
「納豆で原料」番組捏造

2007年1月21日 朝日新聞
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何をやっても良いわけではない何をやっても良いわけではない

出会い系サイト 事件数が最悪に
2007年2月14日 朝日新聞

ネット犯罪 「不安」4割
2007年2月18日 朝日新聞
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未来への提言未来への提言
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透明性の完全なネットワークを作ろう

情報立脚人間を育てよう

本物指向人間を育てよう

触れ合い指向人間を
育てよう

情報信憑性検証支援技術を作ろう

誰にも簡単な映像発信技術を作ろう

新しいパラメータによる帯域圧縮符号化への取り組み
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透明性の完全なネットワークを作ろう

情報立脚人間を育てよう

本物指向人間を育てよう

触れ合い指向人間を育てよう

情報信憑性検証支援技術を作ろう

誰にも簡単な映像発信技術を作ろう

新しいパラメータによる
帯域圧縮符号化への取り組み

ｃＩＤｆ

ＳＤＢＣ

ＵＴＣＣＲ－ＳＣ
ＳＰＣＣ
ＳＴＩPＡ

ＵＴＣＣＲ－ＭＣＣ
ＣＲＭＡ（ＮＰＯ）
ＭＳ（ＮＰＯ）

ＯＴＭＡ

UTCCR-SC: UTCCR Security Community
SPCC: Secure PrivateCosm Consortium
STIA: Secure Trust Internet Promotion Ass
SDBC: Secure DB Consortium
cIDf; Content ID Forum.

UTCCR-MCC: UTCCR Movie Creation Com.
CRMA: Content Right Management Con.
MS: Media Service
OTMA: Okinawa Tele-Medicine Association



99

ユビキタス社会から次の社会へユビキタス社会から次の社会へ

相手側に人を意識するＩＴ

に向けて皆様で努力しましょうに向けて皆様で努力しましょう

単に見るＩＴから見せるＩＴへ

ＨｅａｒｔｗａｒｍｉｎｇＨｅａｒｔｗａｒｍｉｎｇ ＳｏｃｉｅｔｙＳｏｃｉｅｔｙ
（暖心社会）（暖心社会）

Ⓡ

Ｈｅａｒｔｗａｒｍｉｎｇ Ｓｏｃｉｅｔｙ ： 東京電機大学が作り出した言葉
Ⓡ
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ご静聴有り難う
ございました
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